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研究成果の概要（和文）：本研究は超音波装置を用いて、これまで方法論的に困難であった大腰筋の形状について、簡
便性・利便性を持つ評価方法を確立することを目的とした。21歳から25歳までの11名の成人男性を対象に、大腰筋の筋
断面積（MRI法）で、大腰筋の筋厚（超音波法）で測定した。超音波法で測定した筋厚とMRI法で測定した筋厚は有意な
相関関係が認められた。超音波法による筋厚と大腰筋の筋断面積には、有意な相関関係が認められた。また、超音波法
による大腰筋の筋厚の測定は、再現性があった。以上のことから，超音波法を用いた大腰筋の測定は高い再現性を有し
，簡便に大腰筋の筋横断面積を推定することが可能であることが示された。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to develop an ultrasonographic method for estimating the c
ross-sectional area of the psoas major muscle. The muscle cross-sectional area (CSAMRI) and thickness (MTM
RI) of the psoas major muscle at L4-L5 were measured using MRI in 11 healthy sedentary men. Ultrasonograph
ic images of muscle thickness (MTUS) were obtained at the corresponding sites. There was no significant di
fference between MTMRI and MTUS. CSAMRI was significantly correlated to MTUS. The interclass correlation c
oefficient of MTUS measurements performed on two separated days was 0.951. The current results indicate th
at the psoas major muscle thickness determined by the ultrasonographic method is useful for estimating the
 cross-sectional area of the psoas major muscle.

研究分野：

科研費の分科・細目：

総合領域

キーワード： 超音波法　MRI法　大腰筋

健康・スポーツ科学、スポーツ科学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日常生活動作遂行能力やスポーツパフォ

ーマンスと関連があることが言われている
体幹部と下肢をつないでいる大腰筋の組織
学的および生理学的機能を適宜モニタリン
グ可能である技術整備は非常に重要である。 
 

２．研究の目的 
本研究は超音波装置を用いて、これまで方

法論的に困難であった大腰筋の形状につい
て、簡便性・利便性を持つ評価方法を確立す
ることを目的とした。 
 

３．研究の方法 
21歳から25歳までの11名の成人男性を対

象に、第 4腰椎と第 5腰椎との間に位置する
大腰筋の筋断面積を，Magnetic Resonance 
Imaging（MRI）法で測定した。被検者の測定
姿勢は，腹臥位とした。MRI 法と同様の姿勢
で，B モード超音波装置を用いて、MRI 法と
同位置の大腰筋の筋厚を測定した。得られた
MRI 画像から大腰筋の筋断面積と筋厚を算出
した。超音波法で得られた大腰筋の筋厚が、
大腰筋の筋断面積を反映するか否かについ
て、相関分析を行った。測定姿勢，分析の詳
細は，図 1に示す。 

図 1 測定姿勢および分析方法 
 
また、超音波による筋厚における測定の再現
性を確認するために、日を変えて2回行った。
再現性の確認には，級内相関係数を算出した。
MRI 法で測定された大腰筋横断面積と超音波
法によって測定された大腰筋の筋厚との関
係から得られた回帰式から，大腰筋横断面積
を推定した。推定した大腰筋横断面積と MRI
法による大腰筋横断面積との関係から得ら
れた回帰式の傾きが 1，切片が 0 であること
を確認した。また、対応のある t検定を用い
て、MRI 法および超音波法から算出された筋
横断面積の比較を行った。 
 
４．研究成果 
(1). 超音波法による筋厚測定の再現性 

1 回目の筋厚の値は、右側で 4.7±0.3 
cm，左側で 4.8±0.4 cm であった。2 回
目の筋厚の値は，右側で 4.7±0.4 cm，
左側で 4.7±0.4 cm であった。1 回目と
2 回目における筋厚の値には，左右とも
に有意な差は認められなかった。再現性

の指標となる級内相関係数は，右側で
0.975（信頼区間：0.896-0.994），左側
で 0.987（信頼区間：0.942-0.997）であ
った。以上のことから，超音波法による
大腰筋の筋厚測定には，再現性があるこ
とが示された。 
 

(2). MRI 法による筋横断面積と超音波法によ
る筋厚との関係 
MRI 法によって測定された大腰筋の筋

横断面積は，右側で 16.6±2.2 cm2，左
側で 16.8±2.6 cm2 であった。MRI 法か
ら算出した筋厚は，右側で 4.7±0.4 cm，
左側で 4.7±0.4 cm であった。これらの
値は，超音波法から算出した筋厚と比較
して有意な差が認められなかった。MRI
法と超音波法と間には有意な相関関係
が認められた（r = 0.979-0.986，P<0.05）。
また，両変数間の級内相関係数は，
0.986-0.980 であった。 
MRI 法による筋横断面積と筋厚との間

には，有意な相関関係が認められた（r = 
0.910-0.934，P<0.05）。同様に，MRI 法
による筋横断面積と超音波法による筋
厚との間にも有意な相関関係が認めら
れた（r = 0.916-0.947，P<0.05，図 2）。 
以上のことから，超音波法による大腰

筋の筋厚は，MRI 法で測定された筋厚を
反映し，大腰筋横断面積の指標になるこ
とが示された。 

図 2 MRI 法による大腰筋横断面積と超音波
法による筋厚との関係 
 

(3). 超音波法による筋厚から筋横断面積の
推定 
MRI 法による筋横断面積と超音波法に

よる筋厚との関係から得られた回帰式
を用いて大腰筋横断面積を推定した。推
定された筋横断面積は，MRI 法によるそ
れと有意な相関関係が認められた（r = 
0.840-0.896，P<0.05，図 3）。また，得
られた回帰式の傾きと切片は，1 および
0 と有意な差が認められなかった。推定
誤差は，0.46-0.76 cm2（2.8-4.5%）であ
った。このことは，超音波法による筋厚



から筋横断面積が推定可能であること
を示している。 

図 3 MRI 法による筋横断面積と筋厚から推
定した筋横断面積との関係 

 
以上のことから，超音波法を用いた大腰筋の
測定は高い再現性を有し，簡便に大腰筋の筋
横断面積を推定することが可能であること
が示された。 
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